
は じ め に

近年環境問題への関心の高まりから, 全国各地
で地球化学図が作成され, それをもとにした地球
環境評価が行われている (例えば, 椎川ほか,
1984；上岡ほか, 1991；����������., 1994；
太田ほか, 2002, 2003). 我々の研究室でも, 卒

業研究として福岡県内で地球化学図の作成にとり
かかった (室見川・那珂川流域：伊藤, 2004��；
今川・祓川

はらいがわ

流域：高本, 2004��). 地球化学図
作成のための試料には一般には河川堆積物が用い
られるが (上岡ほか, 1991), その試料処理とし
て, 磁鉄鉱を除去する場合 (太田ほか, 2002,
2003など) と, 除去しない場合 (������������
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1994, 1996；田中ほか, 1995；戸上ほか, 1997；
山本ほか, 1998など) がある. 我々の研究室で行っ
ている研究では, 磁鉄鉱除去はしていない. した
がって, 両者を比較する場合には, 磁鉄鉱除去に
ともなう元素含有量変化の見積もりが必要となる
が, そのような検討はなされていない. そこで,
福岡県西部の室見川と東部の祓川 (����1) にお
いて採取した季節変動解析用の河川堆積物試料
(古川ほか, 2004) を用いて, 磁鉄鉱除去に伴う
化学組成の変化の解析を行った.

試料採取および分析方法

試料は, 古川ほか (2004) で採取した河川堆積
物を用いた. これらの試料は, 室見川の３ヶ所
(����2�), 祓川の４ヶ所 (����2�) で採取したも
のである. さらに, 早良区神ノ原の椎原川の河川
堆積物から磁石をつかい磁鉄鉱を採取した (����2�). また, 早良の早良花崗岩の露頭下からも磁
鉄鉱を直接磁石で採取した (����2�). これらの
磁鉄鉱試料には多少なりとも多鉱物が含まれてい
ると考えられるが, 試料の採取方法が河川堆積物
から磁鉄鉱を除去する方法と同じであるため, 河
川堆積物から取り除かれる元素をよく示している

と考えられる.
河川堆積物の採取方法は, 田中ほか (2001) に
従ったが, 詳細については古川ほか (2004) で述
べている. 古川ほか (2004) に従って採取した試
料の保存用試料の一部から磁石で磁鉄鉱を取り除
き, メノウ乳鉢で粉砕した. 除去した磁鉄鉱試料
は数100��程度しかなかったため, 分析は行っ
ていない.
磁鉄鉱を除去した試料と磁鉄鉱中の主成分10元
素 (��, ��, ��, ��, ��, ��, ��, ��, �,�) および微量成分16元素 (��, ��, ��, ��,��, ��, ��, ��, ��, �, ��, �, ��, �, ��,��) を, 福岡大学理学部設置の理学電機工業社
製蛍光Ｘ線分析装置���100�を用いて測定した.
測定方法は, 柚原・田口 (2003���), 柚原ほか
(2004) に従った. ���は過マンガン酸カリウム
滴定法により定量した. しかし, 磁鉄鉱はこの方
法では完全に分解することが不可能なため, ���
の定量は行わなかった. 試料の吸着水 (�2�－)
と構造水 (�2�＋) は, 強熱減量法により定量し
た. 測定結果を�����1, 2に示す.
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結果および考察

磁鉄鉱除去による元素の含有量の変化を検討す
るために, 元素ごとに磁鉄鉱除去前と除去後の含
有量を比較した (�����3～5). 磁鉄鉱除去前の含
有量は古川ほか (2004) の分析値を用いた. この
際, �2�－が試料の乾燥状態により大きく変化す
るため, �2�－を除いて各元素の含有量を再計算
した値を比較した. また, 主成分元素は酸化物と
してあつかい, 鉄は三価の鉄を全��(����2�3)
とした. グラフには磁鉄鉱除去前と除去後の元素
含有量が等しい線を示している. この線よりも上
に点がプロットされれば磁鉄鉱除去により含有量
が増加したことを示し, 下に点がプロットされれ
ば含有量が減少したことを示す.
大部分の主成分および微量元素は, 多少ばらつ
くものもあるが, この線上にプロットされ, 磁鉄
鉱除去後も含有量はほとんど変化しない (�����3
～5). しかし, 全��, ��, �は, ほとんどが線
の下もしくは線上に点がプロットされる. したがっ

て, 磁鉄鉱除去により全��, ��, �含有量は減
少しているといえる.
磁鉄鉱試料は, 全��, ��, ��, �, ��, ��

に富む傾向がある (�����2). このうち, 全��,��, �は河川堆積物における含有量よりも明ら
かに高い. �����������(2003) は��, �に富
む磁鉄鉱を報告している. また, 磁鉄鉱の成分は��2＋��3＋2�4と表され, ��の一部または全部が��, ��, ��, ��によって置き換えられること
がある (木下・小川, 1995) とされる. さらに,��も磁鉄鉱に濃集するとされる (����������
1993). これらの元素については, 今回の分析結
果と矛盾しない. ��は磁鉄鉱には濃集しないこ
とから (����������1993), 磁鉄鉱試料は, ジル
コンといった��に富む鉱物を含んでいると考え
られる. したがって, 全��はもとより, ��や�
は, 磁鉄鉱除去により減少するといえる. ��,��, ��の減少が認められないのは, 河川堆積物
における含有量とほぼ同じレベルであるため
(�����2), 磁鉄鉱除去の影響がでなかったため
であると考えられる.
以上のことから, 磁鉄鉱を除去した河川堆積物
試料によって作成された地球化学図と除去処理を
していない試料によって作成された地球化学図を
比較する場合, ほとんどの元素はそのまま比較す
ることができるが, 全��, ��, �においては磁
鉄鉱除去による元素含有量の減少を考慮しなけれ
ばならないといえる.
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